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すなわち、電磁場の S 極と N 極が独立に存在せず、必ず対で存在し、磁界の変化で電界が生じ、
電界の変化で磁界が生じるという磁界と電界における場の性質に依拠して、クルト・レヴィンは
人間の関係性にこの発想の適用を試みている。
　まず、電磁場には媒質が無いということ、また場を生み出すものは S 極と N 極対で存在する
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